
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

改
正
の
趣
旨

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
図
る
た
め
の
改
革
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
措
置
と
し
て
、
持
続
可
能

な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
、
医
療
保
険
制
度
の
財
政
基
盤
の
安
定
化
、
医
療
保
険
の
保
険
料
に
係
る
国
民
の
負

担
に
関
す
る
公
平
の
確
保
、
医
療
保
険
の
保
険
給
付
の
対
象
と
な
る
療
養
の
範
囲
の
適
正
化
等
の
措
置
を
講
ず
る
ほ
か
、

患
者
の
申
出
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
高
度
の
医
療
技
術
を
用
い
た
療
養
を
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
の
対

象
と
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

第
二

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正

一

保
険
者
に
関
す
る
事
項

都
道
府
県
は
、
当
該
都
道
府
県
内
の
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
を
行
う

も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
条
第
一
項
関
係
）

二

国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
責
務
に
関
す
る
事
項

１

国
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
が
健
全
に
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
各
般
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
国
民
健



康
保
険
法
の
目
的
の
達
成
に
資
す
る
た
め
、
保
健
、
医
療
及
び
福
祉
に
関
す
る
施
策
そ
の
他
の
関
連
施
策
を
積
極
的
に

推
進
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
条
第
一
項
関
係
）

２

都
道
府
県
は
、
安
定
的
な
財
政
運
営
、
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
効
率
的
な
実
施
の
確
保
そ
の
他
の
都
道
府

県
及
び
当
該
都
道
府
県
内
の
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
に
つ
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の

と
す
る
こ
と
。
（
第
四
条
第
二
項
関
係
）

３

市
町
村
は
、
被
保
険
者
の
資
格
の
取
得
及
び
喪
失
に
関
す
る
事
項
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
、
保
健
事
業

の
実
施
そ
の
他
の
国
民
健
康
保
険
事
業
を
適
切
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
条
第
三
項
関
係
）

三

被
保
険
者
に
関
す
る
事
項

都
道
府
県
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
は
、
都
道
府
県
が
当
該
都
道
府
県
内
の
市
町
村
と
と
も
に
行
う
国
民
健
康
保

険
（
以
下
「
都
道
府
県
等
が
行
う
国
民
健
康
保
険
」
と
い
う
。
）
の
被
保
険
者
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
条
関

係
）

四

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会
に
関
す
る
事
項

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
さ
せ
る
た
め
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
そ
れ
ぞ
れ
国
民
健



康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会
を
置
く
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
一
条
関
係
）

五

費
用
の
負
担
に
関
す
る
事
項

１

国
の
負
担
等

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
に
対
し
、
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
等
に
つ
い
て
、
そ

（一）
の
百
分
の
三
十
二
を
負
担
す
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
高
額
医
療
費
負
担
対
象
額
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を

負
担
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
関
係
）

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
に
対
し
、
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
等
の
百
分
の
九
に

（二）
相
当
す
る
額
の
調
整
交
付
金
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
、
医
療
の
効
率

的
な
提
供
の
推
進
そ
の
他
医
療
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
等
に
係
る
都
道
府
県
及
び
当
該
都
道
府
県
内
の
市
町
村
の

取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
交
付

金
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
二
条
関
係
）

２

都
道
府
県
の
負
担
等

都
道
府
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
一
般
会
計
か
ら
、
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
等
の
百
分
の
九



に
相
当
す
る
額
及
び
高
額
医
療
費
負
担
対
象
額
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
当
該
都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関

す
る
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
二
条
の
二
関
係
）

３

国
民
健
康
保
険
保
険
給
付
費
等
交
付
金
及
び
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
に
関
す
る
事
項

都
道
府
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
条
例
で
、
当
該
都
道
府
県
内
の
市
町
村
に
対
し
、
療
養
の
給
付

（一）
等
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
国
民
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
保
険
給
付
費
等
交
付

金
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
五
条
の
二
関
係
）

都
道
府
県
は
、
当
該
都
道
府
県
内
の
市
町
村
に
よ
る
保
険
給
付
が
法
令
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
不
当
に
行
わ
れ

（二）
た
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
市
町
村
（
保
険
給
付
に
関
す
る
事
務
の
委
託
を
受
け
た
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
等
を
含
む
。
）
に
対
し
、
当
該
保
険
給
付
に
つ
い
て
再
度
の
審
査
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
は
、
当
該
市
町
村
が
当
該
保
険
給
付
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
さ
ず

、
か
つ
、
当
該
保
険
給
付
が
法
令
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
不
当
に
行
わ
れ
た
も
の
と
認
め
る
と
き
（
再
度
の
審
査

の
求
め
に
基
づ
く
審
査
が
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
審
査
委
員
会
等
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
当

該
市
町
村
に
対
し
、
当
該
保
険
給
付
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と



す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
が
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
保

険
給
付
費
等
交
付
金
の
額
か
ら
当
該
勧
告
に
係
る
保
険
給
付
に
相
当
す
る
額
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
こ
と
。
（
第
七
十
五
条
の
三
か
ら
第
七
十
五
条
の
六
ま
で
関
係
）

都
道
府
県
は
、
国
民
健
康
保
険
保
険
給
付
費
等
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
国
民
健
康
保
険
事
業
に

（三）
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
条
例
で
、
年
度
ご
と
に
、
当
該
都
道
府
県
内
の
市

町
村
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
を
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
五
条
の
七
関
係
）

４

財
政
安
定
化
基
金
の
設
置

都
道
府
県
は
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
の
安
定
化
を
図
る
た
め
財
政
安
定
化
基
金
を
設
け
、
次
に
掲
げ
る
事
業
等
に

必
要
な
費
用
に
充
て
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
十
一
条
の
二
関
係
）

保
険
料
の
収
納
が
不
足
す
る
当
該
都
道
府
県
内
の
市
町
村
に
対
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
資
金
の
貸

（一）
付
け
又
は
交
付
を
行
う
事
業

都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
等
に
充
て
る
た
め
に

（二）
収
入
し
た
額
が
、
実
際
に
療
養
の
給
付
等
に
要
し
た
費
用
等
の
額
に
不
足
す
る
場
合
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に



よ
り
、
財
政
安
定
化
基
金
を
取
り
崩
し
、
当
該
都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
こ

と
。

六

国
民
健
康
保
険
組
合
に
対
す
る
補
助
に
関
す
る
事
項

国
民
健
康
保
険
組
合
の
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
等
に
対
す
る
国
庫
補
助
の
割
合
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
組

合
の
財
政
力
を
勘
案
し
て
百
分
の
十
三
か
ら
百
分
の
三
十
二
ま
で
の
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
割
合
と
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
に
加
え
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
国
庫
補
助
の
額
の
上
限
を
引
き
上
げ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
三
条

関
係
）

七

都
道
府
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
等
に
関
す
る
事
項

１

都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
等
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
安
定
的
な
財
政
運
営
並
び
に
当
該
都
道
府
県
内
の
市
町
村
の

国
民
健
康
保
険
事
業
の
広
域
的
及
び
効
率
的
な
運
営
の
推
進
を
図
る
た
め
、
都
道
府
県
及
び
当
該
都
道
府
県
内
の
市
町

村
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る
方
針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
十
二
条
の
二
関
係
）

２

都
道
府
県
は
、
毎
年
度
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
都
道
府
県
内
の
市
町
村
ご
と
の
保
険
料

率
の
標
準
的
な
水
準
を
表
す
数
値
等
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
十
二
条
の
三
関
係
）



八

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
関
す
る
事
項

都
道
府
県
若
し
く
は
市
町
村
又
は
国
民
健
康
保
険
組
合
は
、
共
同
し
て
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
区
域
内
の
都
道
府

県
及
び
市
町
村
並
び
に
国
民
健
康
保
険
組
合
の
三
分
の
二
以
上
が
加
入
し
た
と
き
は
、
当
該
区
域
内
の
そ
の
他
の
都
道
府

県
及
び
市
町
村
並
び
に
国
民
健
康
保
険
組
合
は
、
全
て
当
該
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
会
員
と
な
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
八
十
三
条
第
一
項
及
び
第
八
十
四
条
第
三
項
関
係
）

九

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
三

健
康
保
険
法
の
一
部
改
正

一

標
準
報
酬
等
に
関
す
る
事
項

１

標
準
報
酬
月
額
に
つ
い
て
、
三
等
級
区
分
を
追
加
し
、
そ
の
上
限
額
を
百
三
十
九
万
円
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
四
十
条
第
一
項
関
係
）

２

標
準
賞
与
額
の
上
限
額
に
つ
い
て
、
年
度
に
お
け
る
標
準
賞
与
額
の
累
計
額
が
五
百
七
十
三
万
円
で
あ
る
も
の
と
す

る
こ
と
。
（
第
四
十
五
条
第
一
項
関
係
）



二

保
険
給
付
に
関
す
る
事
項

１

患
者
申
出
療
養
に
関
す
る
事
項

患
者
の
申
出
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
高
度
の
医
療
技
術
を
用
い
た
療
養
を
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支

（一）
給
の
対
象
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
三
条
第
二
項
及
び
第
八
十
六
条
関
係
）

の
申
出
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
当
該
申
出
に
係
る
療
養
を
行
う
臨
床
研
究
中
核
病
院
（
保
険
医
療
機
関

（二）

（一）
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
開
設
者
の
意
見
書
そ
の
他
必
要
な
書
類
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十

三
条
第
四
項
関
係
）

厚
生
労
働
大
臣
は
、

の
申
出
に
つ
い
て
速
や
か
に
検
討
を
加
え
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
申
出

（三）

（一）

に
係
る
療
養
を
患
者
申
出
療
養
と
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
当
該
申
出
を
行
っ
た
者
に
速
や

か
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
三
条
第
五
項
及
び
第
六
項
関
係
）

２

特
定
機
能
病
院
そ
の
他
の
病
院
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
患
者
の
病
状
そ
の
他
の
患
者
の
事
情

に
応
じ
た
適
切
な
他
の
保
険
医
療
機
関
を
当
該
患
者
に
紹
介
す
る
こ
と
そ
の
他
の
保
険
医
療
機
関
相
互
間
の
機
能
の
分

担
及
び
業
務
の
連
携
の
た
め
の
措
置
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十



条
第
三
項
関
係
）

３

入
院
時
食
事
療
養
費
に
関
す
る
事
項

入
院
時
食
事
療
養
費
の
食
事
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
、
平
均
的
な
家
計
に
お
け
る
食
費
及
び
特
定
介
護
保
険
施

設
等
に
お
け
る
食
事
の
提
供
に
要
す
る
平
均
的
な
費
用
の
額
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
と
す
る
も
の
と

す
る
こ
と
。
（
第
八
十
五
条
第
二
項
関
係
）

４

傷
病
手
当
金
に
関
す
る
事
項

傷
病
手
当
金
の
額
に
つ
い
て
、
一
日
に
つ
き
、
傷
病
手
当
金
の
支
給
を
始
め
る
日
の
属
す
る
月
以
前
の
直
近
の
継
続

し
た
十
二
月
間
の
各
月
の
標
準
報
酬
月
額
を
平
均
し
た
額
の
三
十
分
の
一
に
相
当
す
る
額
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
額

と
す
る
も
の
等
と
す
る
こ
と
。
（
第
九
十
九
条
第
二
項
関
係
）

５

出
産
手
当
金
に
関
す
る
事
項

出
産
手
当
金
の
支
給
に
つ
い
て
、
傷
病
手
当
金
の
支
給
に
係
る
規
定
を
準
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
二
条

第
二
項
関
係
）

三

保
健
事
業
に
関
す
る
事
項



保
険
者
は
、
健
康
教
育
、
健
康
相
談
及
び
健
康
診
査
並
び
に
健
康
管
理
及
び
疾
病
の
予
防
に
係
る
被
保
険
者
及
び
そ
の

被
扶
養
者
（
以
下
「
被
保
険
者
等
」
と
い
う
。
）
の
自
助
努
力
に
つ
い
て
の
支
援
そ
の
他
の
被
保
険
者
等
の
健
康
の
保
持

増
進
の
た
め
に
必
要
な
事
業
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
五
十
条
第
一
項
関
係
）

四

国
庫
補
助
に
関
す
る
事
項

１

全
国
健
康
保
険
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
が
管
掌
す
る
健
康
保
険
の
事
業
の
執
行
に
要
す
る
費
用
の
う
ち

、
被
保
険
者
に
係
る
療
養
の
給
付
等
の
額
に
対
す
る
国
庫
補
助
率
に
つ
い
て
、
当
該
療
養
の
給
付
等
の
額
に
千
分
の
百

三
十
か
ら
千
分
の
二
百
ま
で
の
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
五
十
三
条
第
一
項
関
係
）

２

１
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
協
会
が
管
掌
す
る
健
康
保
険
の
事
業
の
執
行
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
被
保
険
者
に
係

る
療
養
の
給
付
等
の
額
に
対
す
る
国
庫
補
助
率
に
つ
い
て
、
当
分
の
間
、
当
該
療
養
の
給
付
等
の
額
に
千
分
の
百
六
十

四
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
五
条
関
係
）

３

平
成
二
十
七
年
度
以
降
の
協
会
の
国
庫
補
助
の
額
に
つ
い
て
、
協
会
の
準
備
金
が
法
定
準
備
金
を
超
え
て
積
み
立
て

ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
一
の
事
業
年
度
に
お
い
て
当
該
積
み
立
て
ら
れ
た
準
備
金
の
額
に
千
分
の
百
六
十
四
を
乗



じ
て
得
た
額
を
、
当
該
一
の
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
の
国
庫
補
助
の
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則

第
五
条
の
四
か
ら
第
五
条
の
六
ま
で
関
係
）

４

政
府
は
、
協
会
の
一
般
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
協
会
の
国
庫
補
助

に
係
る
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
五
条
の
七
関
係
）

五

保
険
料
に
関
す
る
事
項

協
会
及
び
健
康
保
険
組
合
が
管
掌
す
る
健
康
保
険
の
一
般
保
険
料
率
に
つ
い
て
、
千
分
の
三
十
か
ら
千
分
の
百
三
十
ま

で
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
決
定
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
六
十
条
第
一
項
関
係
）

六

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
又
は
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
へ
の
事
務
の
委
託
に
関
す
る
事
項

保
険
者
は
、
保
険
給
付
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
の
支
給
に
関
す
る
事
務
、
保
険
給
付
の
支
給
、
保
健
事

業
等
の
実
施
及
び
保
険
料
の
徴
収
等
に
係
る
情
報
の
収
集
又
は
整
理
に
関
す
る
事
務
並
び
に
保
険
給
付
の
支
給
及
び
保
険

料
の
徴
収
等
に
係
る
情
報
の
利
用
又
は
提
供
に
関
す
る
事
務
を
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
又
は
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
百
五
条
の
四
関
係
）



七

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
四

船
員
保
険
法
の
一
部
改
正

一

標
準
報
酬
等
に
つ
い
て
、
第
三
の
一
に
準
じ
た
改
正
を
行
う
こ
と
。
（
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
十
一
条
第
一
項
関

係
）

二

傷
病
手
当
金
及
び
出
産
手
当
金
に
つ
い
て
、
第
三
の
二
の
４
及
び
５
に
準
じ
た
改
正
を
行
う
こ
と
。
（
第
六
十
九
条
第

二
項
及
び
第
七
十
四
条
第
三
項
関
係
）

三

疾
病
保
険
料
率
に
つ
い
て
、
千
分
の
四
十
か
ら
千
分
の
百
三
十
ま
で
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
決
定
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
百
二
十
一
条
第
一
項
関
係
）

四

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
五

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

一

全
国
医
療
費
適
正
化
計
画
に
関
す
る
事
項

１

全
国
医
療
費
適
正
化
計
画
の
期
間
を
、
六
年
を
一
期
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
条
第
一
項
関
係
）

２

全
国
医
療
費
適
正
化
計
画
に
お
い
て
、
各
都
道
府
県
の
医
療
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
に
よ
る
病
床
の
機
能
の
分



化
及
び
連
携
の
推
進
の
成
果
並
び
に
国
民
の
健
康
の
保
持
の
推
進
及
び
医
療
の
効
率
的
な
提
供
の
推
進
に
よ
り
達
成
が

見
込
ま
れ
る
医
療
費
適
正
化
の
効
果
等
を
踏
ま
え
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
計
画
の
期

間
に
お
け
る
医
療
に
要
す
る
費
用
の
見
込
み
（
以
下
「
国
の
医
療
に
要
す
る
費
用
の
目
標
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
事

項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
条
第
四
項
関
係
）

３

計
画
期
間
に
お
い
て
、
国
に
お
け
る
医
療
に
要
す
る
費
用
が
国
の
医
療
に
要
す
る
費
用
の
目
標
を
著
し
く
上
回
る
と

認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
要
因
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
当
該
要
因
の
解
消
に
向
け
て
、
関
係
者
と
協
力
し
て
必
要
な

対
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
一
条
第
八
項
関
係
）

二

都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計
画
に
関
す
る
事
項

１

都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計
画
の
期
間
を
、
六
年
を
一
期
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
九
条
第
一
項
関
係
）

２

都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計
画
に
お
い
て
、
都
道
府
県
の
医
療
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
に
よ
る
病
床
の
機
能
の

分
化
及
び
連
携
の
推
進
の
成
果
並
び
に
住
民
の
健
康
の
保
持
の
推
進
及
び
医
療
の
効
率
的
な
提
供
の
推
進
に
よ
り
達
成

が
見
込
ま
れ
る
医
療
費
適
正
化
の
効
果
を
踏
ま
え
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
計
画
の
期

間
に
お
け
る
医
療
に
要
す
る
費
用
の
見
込
み
（
以
下
「
都
道
府
県
の
医
療
に
要
す
る
費
用
の
目
標
」
と
い
う
。
）
に
関



す
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
九
条
第
二
項
関
係
）

３

計
画
期
間
に
お
い
て
、
都
道
府
県
に
お
け
る
医
療
に
要
す
る
費
用
が
都
道
府
県
の
医
療
に
要
す
る
費
用
の
目
標
を
著

し
く
上
回
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
要
因
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の

確
保
に
向
け
て
、
関
係
者
と
協
力
し
て
必
要
な
対
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
一
条
第
四
項

関
係
）

三

前
期
高
齢
者
納
付
金
等
の
額
の
算
定
方
法
及
び
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
の
負
担
軽
減
に
係
る
国
の
負
担
に
関
す
る
事
項

前
期
高
齢
者
納
付
金
等
の
拠
出
金
負
担
が
重
い
保
険
者
の
負
担
を
全
保
険
者
に
お
い
て
再
按
分
す
る
こ
と
に
よ
り
軽
減

す
る
措
置
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
保
険
者
の
範
囲
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
当
該
再
按
分
に
加
え
て
、
国
が
当
該
拡
大

分
の
費
用
負
担
に
要
す
る
費
用
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
負
担
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
八
条
及
び
第
三

十
九
条
並
び
に
第
九
十
三
条
関
係
）

四

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
の
額
の
算
定
方
法
に
関
す
る
事
項

１

被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
、
そ
の
額
の
全
て
を
被
用
者
保
険
等
保

険
者
の
標
準
報
酬
総
額
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
二
十
条
及
び
第
百
二
十
一
条
関
係
）



２

前
期
高
齢
者
納
付
金
の
算
定
に
お
け
る
前
期
高
齢
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
、
１
と
同

様
の
改
正
を
行
っ
た
上
で
、
前
期
高
齢
者
加
入
率
を
基
に
算
定
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
八
条
及
び
第
三
十

九
条
関
係
）

３

１
の
規
定
の
施
行
ま
で
の
間
、
平
成
二
十
七
年
度
及
び
平
成
二
十
八
年
度
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
後
期
高

齢
者
支
援
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
七
年
度
は
そ
の
額
の
二
分
の
一
を
、
平
成
二
十
八
年
度
は
そ
の
額
の

三
分
の
二
を
、
そ
れ
ぞ
れ
被
用
者
保
険
等
保
険
者
の
標
準
報
酬
総
額
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
十
四
条

の
七
か
ら
第
十
四
条
の
十
ま
で
関
係
）

五

保
健
事
業
に
関
す
る
事
項

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
に
応
じ
た
保
健
事
業
を
行
う
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
保

健
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
保
険
の
地
域
支
援
事
業
を
行
う
市
町
村
等
と
の
連
携
を
図
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
二
十
五
条
関
係
）

六

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
六

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
の
一
部
改
正



社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
は
、
保
険
者
の
委
託
を
受
け
て
、
保
険
給
付
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
の

支
給
に
関
す
る
事
務
、
保
険
給
付
の
支
給
、
保
健
事
業
等
の
実
施
及
び
保
険
料
の
徴
収
等
に
係
る
情
報
の
収
集
又
は
整
理

に
関
す
る
事
務
並
び
に
保
険
給
付
の
支
給
及
び
保
険
料
の
徴
収
等
に
係
る
情
報
の
利
用
又
は
提
供
に
関
す
る
事
務
を
行
う

も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
五
条
第
一
項
関
係
）

第
七

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正

都
道
府
県
単
位
保
険
料
率
の
調
整
を
行
う
期
限
を
、
医
療
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
等
に
係
る
協
会
の
各
支
部
の
取
組

の
状
況
を
勘
案
し
て
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
と
す
る
も
の
と
す

る
こ
と
。
（
附
則
第
三
十
一
条
関
係
）

第
八

施
行
期
日
等

一

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
等
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
は
、
そ
れ

ぞ
れ
次
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

１

第
三
の
四
、
第
五
の
四
（
３
に
限
る
。
）

公
布
の
日



２

第
二
の
六
、
第
三
（
四
を
除
く
。
）
、
第
四
、
第
五
の
一
、
二
及
び
五
、
第
六
並
び
に
第
七

平
成
二
十
八
年
四
月

一
日

３

第
五
の
三
及
び
四
（
３
を
除
く
。
）

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

二

検
討
規
定

１

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
公
布
後
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
観
点
か
ら
、
医
療
に
要
す
る

費
用
の
適
正
化
、
医
療
保
険
の
保
険
給
付
の
範
囲
及
び
加
入
者
等
の
負
担
能
力
に
応
じ
た
医
療
に
要
す
る
費
用
の
負
担

の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第

二
条
第
一
項
関
係
）

２

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
お
い
て
、
国
民
健
康
保
険
の
医
療
に
要
す
る
費
用
の
増
加
の
要
因
、
当
該
費
用
の

適
正
化
に
向
け
た
国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
取
組
並
び
に
国
民
健
康
保
険
事
業
の
標
準
化
及
び
効
率
化
に
向
け
た

都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
取
組
等
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
の
状
況
を
検
証
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
取
組
の
一
層
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
の
持
続
可
能
な
運
営
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
当
該
取
組
の
推
進
の
状
況
も

踏
ま
え
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
役
割
分
担
の
在
り
方
も
含
め
、
国
民
健
康
保
険
全
般
に
つ
い
て
、
医
療
保
険
制
度



間
に
お
け
る
公
平
に
留
意
し
つ
つ
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
二
条
第
二
項
関
係
）

三

経
過
措
置
等

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
必
要
な
経
過
措
置
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ

と
。
（
附
則
第
三
条
か
ら
第
六
十
九
条
ま
で
関
係
）


